
別紙

Ⅰ．事業評価総括表 

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

新宮市 4,400,000 4,400,000 10,786,000

3
公共用施設に係る整
備、維持補修又は維持
運営等措置

3トンダンプトラック購入事
業

有田川町 2,000,000 2,000,000

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は間接

交付金事業者名
交付金事業に要し

た経費
交付金充当額 備 考

古座川町 4,400,000

900,000 907,5001
公共用施設に係る整
備、維持補修又は維持
運営等措置

龍神高齢者福祉センター
電話機器更新事業

田辺市 900,000

3,750,000

6,157,000 6,157,000 7,029,000

2
公共用施設に係る整
備、維持補修又は維持
運営等措置

グリーンランド健康保養館
高圧受電設備整備事業

4,400,000 9,350,000

4
公共用施設に係る整
備、維持補修又は維持
運営等措置

ゴミ収集パッカー車購入事
業

有田川町 2,400,000 2,400,000 7,300,000

5
公共用施設に係る整
備、維持補修又は維持
運営等措置

中津若者広場トイレ設置工
事

日高川町

6
公共用施設に係る整
備、維持補修又は維持
運営等措置

一般廃棄物運搬車両整備
事業



Ⅱ．事業評価個表

交付金事業の概要

交付金事業に関係する都道府
県又は市町村の主要政策・施
策とその目標

第２次田辺市総合計画
政策：第5章「安心」
施策：3．福祉
単位施策：（3）高齢者福祉
⑤　要介護者の在宅生活の継続及び向上を図るためには、高齢者を介護している家族等に対する支
　　 援を行い、身体的、精神的、経済的負担を和らげることが大切です。
　・要介護高齢者を介護している家族等の身体的、精神的、経済的負担を軽減するため、各種の支援に
取り組みます。
目標：当該施設における電話機器不具合件数　０件

事業開始年度 令和３年度 事業終了年度 令和３年度

田辺市龍神村

標準電話機16台・コードレス電話機２台等を更新しました。
田辺市龍神にある「龍神高齢者福祉センター」は施設利用者に対する食事や入浴などの日常生活
上の支援、生活機能向上のための機能訓練や口腔機能向上サービスの提供等を行っている施設で
す。当該施設において使用している電話機器は老朽化により不調が発生し、事業運営に支障を来
たしているため、水力発電施設周辺地域交付金を活用し、当施設のサービス向上に努めました。

交付金事業の成果目標及び成
果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度　　令和３年度

当該施設における電話
機器不具合件数　０件

更新された電話機器数
×不具合発生件数

達成度 % 100.0

評価年度の設定理由

件 0

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施

-

1
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

龍神高齢者福祉センター電話機器更新事業

番号 措置名 交付金事業の名称

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 田辺市

交付金事業実施場所

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績 件 0

目標値

事業期間の設定理由



うち文部科学省分

うち経済産業省分

交付金事業の担当課室 保健福祉部やすらぎ対策課

交付金事業の評価課室 企画部企画広報課

計 907,500

900,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

総事業費

交付金充当額 900,000

907,500

交付金事業の総事業費等 令和３年度 年度 年度 備考

標準電話機16台・コードレス電話機２台の更新
等

活動実績 式 1

活動見込

達成度 % 100

交付金事業の活動指標及び活
動実績

活動指標 単位 令和３年度

1式

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

物品購入 指名競争入札 中央通信機器株式会社（和歌山市） 907,500



Ⅱ．事業評価個表

番号 措置名 交付金事業の名称

2
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

グリーンランド健康保養館高圧受電設備整備事業

交付金事業に関係する都道府
県又は市町村の主要政策・施
策とその目標

【主要政策・施策】
第2次新宮市総合計画（2018～2022）
施策2　熊野川町・高田地域の振興
人口減少が進む本市において特に熊野川町・高田地域は減少率が高く、また、高齢化率も高い状況に
ありますが、豊かな自然や温浴施設などレクリエーション施設を有しています。この恵まれた環境の中で地
域の人々がより良い生活を送ることができるための対策と地域固有の資源を有効活用した振興策を講じる
ことで、地域の維持・向上を図ります。

事業開始年度 令和３年度 事業終了年度 令和３年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 新宮市

交付金事業実施場所 新宮市高田

交付金事業の概要

高田グリーンランドは、新熊野体験研修センター（S58年築）、健康保養館（H6年築）、農林漁
業体験実習館（S59年築）、多目的スポーツ施設（S62年築）の4施設からなる温泉宿泊施設であ
り、指定管理者制度により運営しています。近年では各種スポーツ合宿や熊野古道を訪れる外
国人旅行客等が増え、地域の賑わいの場として、地域に根付いた運営が行われています。しか
しながら、健康保養館の高圧受電設備(キュービクル）について昭和58年の設置から27年が経過
しており推奨更新年(15年～20年）を過ぎていることから、これを更新し利用者の安全安心の確
保を行いました。

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標及び成
果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度　　令和３年度

安心安全を確保するこ
とによる、高田グリーン
ランドの魅力向上

―

達成度 % ―

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績 % ―

目標値 % ―

健康保養館の高圧受電設備(キュービクル）は昭和58年の設置から27年が経過しており推奨更新年(15年
～20年）を過ぎていることから、これを更新し利用者の安全安心を確保したことで、地域の維持・向上に繋
がりました。



うち文部科学省分

うち経済産業省分

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標及び活
動実績

活動指標 単位 年度

達成度 % 100

高圧受電設備（キュービクル）１基の更新

活動実績 基 1

活動見込 基 1

交付金事業の総事業費等 令和３年度 年度 年度 備考

総事業費 10,786,000

交付金充当額 4,400,000

高田グリーンランド健康保養館高圧
受電設備整備

一般競争入札 共栄電設株式会社新宮支店 13,957,900

4,400,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

計 13,957,900

交付金事業の担当課室 農林水産課

交付金事業の評価課室 企画調整課



Ⅱ．事業評価個表

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施翌年度早期に評価を実施

本交付金を活用し、老巧化していたダンプトラックを整備することで、より効率的に災害時や日常の道路
維持修繕作業に役立てることが出来た。

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

有田川町大字清水

現在、災害時や日常の道路維持管理作業で土砂等の運搬に使用しているダンプトラック（２
ｔ）が老朽化により、排気ブレーキの不調、空調関係設備が機能しない状況です。また、現在
役場で管理しているパワーショベルが積載できないことから、新たにダンプトラック（３ｔ）
を購入します。

達成度 % 100

評価年度の設定理由

交付金事業の概要

交付金事業に関係する都道府
県又は市町村の主要政策・施
策とその目標

交付金事業に関係する主要政策・施策
第二次 有田川町長期総合計画（平成29年度～平成38年度）
基本目標3：自然と共生し、快適に暮らせる生活基盤の整備
政策5：美しい自然環境の保全と循環型社会の構築
施策18：交通基盤整備の充実
・道路構造物の点検を実施し、長寿命化や安全対策を図ります。歩道・自転車道については危険個所を
中心に整備を実施します。
目標：地域の生活道路としての町道について、計画的な整備を図りながら安全性と利便性の充実を図り
ます。
幹線道路や生活道路など交通基盤が充実していると感じている住民の割合　46%(平成27年)→50％(平
成33年)

事業開始年度 令和３年度 事業終了年度 令和３年度

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標及び成
果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度　　令和３年度

ダンプトラックの稼働率
対前年度比　100％以
上

対象年度稼働率÷前
年度稼働率×100

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績 % 100

目標値

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

3トンダンプトラック購入事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 有田川町

交付金事業実施場所

% 100

110019
テキストボックス
３



うち文部科学省分

うち経済産業省分

交付金事業の担当課室 有田川町企画調整課

交付金事業の評価課室 有田川町企画調整課

計 3,750,000

2,000,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

1

交付金充当額 2,000,000

交付金事業の総事業費等 令和３年度 年度 年度 備考

総事業費 0 03,750,000

交付金事業の活動指標及び活
動実績

活動指標 単位 令和３年度

達成度 % 100%

3トンダンプトラック1台　購入

活動実績 台 1

活動見込 台

3トンダンプトラックの購入 指名競争入札 阪和自動車株式会社 3,750,000



Ⅱ．事業評価個表

無

事業期間の設定理由 購入事業のため

交付金事業の成果目標及び成
果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度　　令和３年度

収集車の稼働率　対前
年度比　100％以上

対象年度稼働率÷前
年度稼働率×100

成果実績 % 100

目標値 % 100

達成度 % 100

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施翌年度早期に評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価

エンジンの不具合等により長時間の運用が困難であった塵芥車について、本交付金を活用して整備す
ることができ、住民の生活環境保全に資することができた。

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

交付金事業の概要
　現在使用しているじん芥車は老朽化し、エンジンの不具合等により長時間の運用が困難な状
況です。引き続いて住民の生活環境保全に資するため、じん芥車を購入します。

交付金事業に関係する都道府
県又は市町村の主要政策・施
策とその目標

交付金事業に関係する主要政策・施策
第二次 有田川町長期総合計画（平成29年度～平成38年度）
基本目標3：自然と共生し、快適に暮らせる生活基盤の整備
政策5：美しい自然環境の保全と循環型社会の構築
施策14：循環型社会の構築
・拠点集積方式によるごみ収集を推進し、ごみステーションの整備や収集回数、収集体系の検討など、ご
み収集体制の充実を図ります。
目標：安全かつ効率的にゴミ収集ダンプでのゴミ収集を行い、住民の生活環境保全に資するとともに循
環型社会への理解や構築の一役を担います。
循環型社会に資する活動を行っている住民の割合　70%(平成27年)→80％(平成33年)

事業開始年度 令和３年度

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

ゴミ収集パッカー車購入事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 有田川町

交付金事業実施場所 有田川町大字庄（有田川町プラスチック収集場）

事業終了年度 令和３年度

110019
テキストボックス
４



うち文部科学省分

うち経済産業省分

計 7,300,000

交付金事業の担当課室 有田川町企画調整課

交付金事業の評価課室 有田川町企画調整課

2,400,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

ゴミ収集パッカー車の購入 指名競争入札 株式会社中紀自動車 7,300,000

交付金充当額 2,400,000

交付金事業の総事業費等 令和３年度 年度 年度 備考

総事業費 7,300,000

交付金事業の活動指標及び活
動実績

活動指標 単位 令和３年度

ゴミ収集パッカー車１台　購入

活動実績 台 1

活動見込 台 1

達成度 % 100%



Ⅱ．事業評価個表

番号 措置名 交付金事業の名称

5
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

中津若者広場トイレ設置工事

交付金事業に関係する都道府
県又は市町村の主要政策・施
策とその目標

交付金事業に関係する主要政策・施策：
　第２次日高川町長期総合計画（前期基本計画：平成30年度～令和4年度）
　　第３章　豊かな心を育む教育・文化のまち
　　　５．元気を生み出すスポーツの振興
　　　≪主要施策≫
　　（１）スポーツ施設の整備充実と利用促進
　　　多様化する利用者ニーズの的確な把握に努めるとともに、スポーツ施設の整備充実を図ります。
目標：
　流出後、長年にわたる不便な状態を広場内にトイレを設置することで解消し、施設利用者の利便性を向
上させました。（令和３年度）

事業開始年度 令和３年度 事業終了年度 令和３年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 日高川町

交付金事業実施場所 日高川町大字高津尾地内

交付金事業の概要

トイレ設置工事　中津若者広場に１箇所トイレを新設しました。（建築工事、機械設備工事、電
気設備工事）
中津若者広場は、平成２３年発生の水害により、広場内のトイレが流出しました。施設利用者
は、長年にわたり距離が離れた近隣施設のトイレを利用しており、不便な状態となっていること
から、利便性向上のため、新たにトイレを広場内に設置しました。

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標及び成
果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度　　令和３年度

中津若者広場の利便
性向上

―

達成度 %

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績 件 ―

目標値 件 ―

本交付金の活用により、広場内にトイレを設置することで利便性を高め、利用者、特に高齢者の方の快適
な施設利用が可能となりました。



うち文部科学省分

うち経済産業省分

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標及び活
動実績

活動指標 単位 ３年度

達成度 % 100

トイレ １箇所設置（建築工事一式、機械設備工
事一式、電気設備工事一式）

活動実績 % 100

活動見込 % 100

交付金事業の総事業費等 令和３年度 年度 年度 備考

総事業費 7,029,000 0 0

交付金充当額 6,157,000

トイレ設置工事 指名競争入札 株式会社　上平建設（日高川町） 7,029,000

6,157,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

計 7,029,000

交付金事業の担当課室 教育課

交付金事業の評価課室 教育課



Ⅱ．事業評価個表

番号 措置名 交付金事業の名称

6
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

一般廃棄物運搬車両整備事業

交付金事業に関係する都道府
県又は市町村の主要政策・施
策とその目標

古座川町第5次長期総合計画（2020-2024）
基本目標Ⅴ　きよらかな環境を守るまち　②資源循環型社会の構築

町民、事業者と行政との協働により、ごみの発生抑制や再利用による減量化、リサイクルなどごみの減量
化に取り組むとともに、ごみの収集、処理体制の充実をはじめ一般廃棄物の適正処理を推進し、自然環
境と調和した持続可能な資源循環型社会の構築に積極的に取り組みます。

事業開始年度 令和３年度 事業終了年度 令和３年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 古座川町

交付金事業実施場所 和歌山県東牟婁郡古座川町 高池 地内

交付金事業の概要
現在使用している一般廃棄物運搬車両が老朽化による故障が多発し、事業運営に支障が出てお
り、引き続き住民の生活環境保全に資するため、一般廃棄物運搬車両1台を新規購入します。

事業期間の設定理由 毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施

交付金事業の成果目標及び成
果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度　　令和３年度

正常稼働率　100％
正常稼働率：（正常稼働日
数－異常稼働日数）÷正常
稼働日数×100

達成度 % 100

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に実施

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績 件 1

目標値 件 1

-



うち文部科学省分

うち経済産業省分

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標及び活
動実績

活動指標 単位 ３年度

達成度 % 100

ガソリン車両(パッカー車)1台の購入

活動実績 台 1

交付金事業の総事業費等 令和3年度 年度 年度 備考

総事業費 9,350,000 0 0

交付金充当額 4,400,000

パッカー車購入 指名競争入札 (有)松下自動車工業 9,350,000

4,400,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

計 9,350,000

交付金事業の担当課室 古座川町総務課

交付金事業の評価課室 古座川町総務課



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

白浜町 2,500,000 2,500,000 2,752,200

3
公共用施設に係る整
備、維持補修又は維持
運営等措置

芝刈機購入事業 白浜町 500,000 500,000

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は間接

交付金事業者名
交付金事業に要し

た経費
交付金充当額 備 考

7,178,000 18,221,5001
公共用施設に係る整
備、維持補修又は維持
運営等措置

広井原三ツ又線道路局部
改良工事

田辺市 7,178,000

759,000

2
公共用施設に係る整
備、維持補修又は維持
運営等措置

大古地区舗装補修工事



Ⅱ．事業評価個表

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標及び成
果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度　　令和３年度

地域住民の通行の安
全を確保できること

達成度 %

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績 件

目標値 件

道路を改良することにより、地域住民をはじめとする通行者の安全が確保されました。

交付金事業に関係する都道府
県又は市町村の主要政策・施
策とその目標

政策：第６章「快適」
施策：１．生活基盤
単位施策：（１）道路網
② 市道については、平成28年３月末現在で2,989路線、総延長1,372キロメートルとなってい
ますが、道路の整備水準を示す改良率は41.8パーセントであり、今後も計画的な整備が必要
であるとともに、老朽化している橋梁等の長寿命化対策が大きな誯題となっています。

・生活道路の利便性、安全性を確保するため、道路の局部改良や舗装、維持など効率的・効
果的な整備を進めます。

目標：地域住民の通行の安全を確保できること

事業開始年度 令和３年度 事業終了年度 令和３年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 田辺市

交付金事業実施場所 田辺市龍神村三ツ又

交付金事業の概要

広井三ツ又線は、先に集落が存在しており、住民には欠かせない生活道路であります。
法面保護工事を行うことで、降雨時（大雨・台風）の土砂流といった危険を軽減し、通行を可能
にすることで、住民の安全を確保しました。

現場吹付法枠工
延長L=9.30ｍ、幅員W=5.3～6.7ｍ

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

広井原三ツ又線道路局部改良工事



うち文部科学省分

うち経済産業省分

交付金事業の担当課室 建設部土木課

交付金事業の評価課室 企画部企画広報課

修繕工事 一般競争入札 井谷建設 18,221,500

7,178,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

計 18,221,500

交付金充当額 7,178,000

交付金事業の総事業費等 令和３年度 年度 年度 備考

総事業費 18,221,500 0 0

無

交付金事業の活動指標及び活
動実績

活動指標 単位 ３年度

達成度 % 100

現場吹付法枠工
延長L=9.30ｍ、幅員W=5.3～6.7ｍ

活動実績 式 1

活動見込 式 1

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無



Ⅱ．事業評価個表

舗装が剥がれ路面の陥没が各所に発生して道路が補修され、安全に通行する事が出来るようになりまし
た。

達成度 %

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績 式

目標値 式

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標及び成
果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度　　令和３年度

運搬路の安全確保によ
る、生活環境の向上

交付金事業に関係する都道府
県又は市町村の主要政策・施
策とその目標

交付金事業に関係する主要政策・施策
第２次白浜町長期総合計画（平成30年～令和9年度）
快適で安心・安全なまちづくり（住環境の向上）
周辺環境と調和のとれたまちなみの形成に向けた取り組みを推進するとともに、良好で快適な生活環境
の整備に努めます。

目標：周辺環境の向上に努め、快適な生活環境に向けた取り組みを推進します。

事業開始年度 令和3年度 事業終了年度 令和3年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 白浜町

交付金事業実施場所 西牟婁郡白浜町大古

交付金事業の概要
大古地区舗装補修工事　L=167.9ｍ　W=3.87ｍ　A=644.58㎡
旧日置川町内のゴミ処理施設へ通じる公衆用道路について、舗装が剥がれ路面の陥没が各所に発
生しているため、安全を確保するため補修するものです。

番号 措置名 交付金事業の名称

2
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

大古地区舗装補修工事



うち文部科学省分

うち経済産業省分

計 2,752,200

交付金事業の担当課室 日置川事務所住民窓口係

交付金事業の評価課室 日置川事務所住民窓口係

公衆用道路の舗装補修工事 指名競争入札 淺川道路（株） 2,752,200

2,500,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金充当額 2,500,000

交付金事業の総事業費等 令和3年度 年度 年度 備考

総事業費 2,752,200 0 0

達成度 % 100

大古地区舗装補修工事
L=167.9ｍ　W=3.87ｍ　A=644.58㎡

活動実績 式 1

活動見込 式 1

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標及び活
動実績

活動指標 単位 3年度



Ⅱ．事業評価個表

作業効率　１２０％以上の短縮が図られました。

達成度 % 100

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績 % 200

目標値 % 200

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標及び成
果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度　　令和３年度

作業効率　120％以上
の改善

作業効率：
改善前の必要人員÷
改善後の必要人員

交付金事業に関係する都道府
県又は市町村の主要政策・施
策とその目標

交付金事業に関係する主要政策・施策
第２次白浜町長期総合計画（平成30年～令和9年度）
環境との調和・共存の推進（生活環境の向上）
良好な景観の保全と活用を進めるとともに、ごみのないまちづくりと身近に緑のあふれる豊かな生活環境
の保全を進めます。

目標：町有地の適正な維持管理を行い、生活環境の保全に努めます。

事業開始年度 令和3年度 事業終了年度 令和3年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 白浜町

交付金事業実施場所 西牟婁郡白浜町日置

交付金事業の概要
芝刈機1台の購入
町職員が実施している小中学校グラウンドの芝生整備や、その他町有地の芝刈り等の効率化のた
め、乗用の芝刈機を購入します。

番号 措置名 交付金事業の名称

3
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

芝刈機購入事業



うち文部科学省分

うち経済産業省分

計 759,000

交付金事業の担当課室 日置川事務所住民窓口係

交付金事業の評価課室 日置川事務所住民窓口係

芝刈機1台の購入 指名競争入札 （有）サワイ 759,000

500,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金充当額 500,000

交付金事業の総事業費等 令和3年度 年度 年度 備考

総事業費 759,000 0 0

達成度 % 100

芝刈機　1台

活動実績 台 1

活動見込 台 1

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標及び活
動実績

活動指標 単位 ３年度



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

600,000 3,850,0001
公共用施設に係る整
備、維持補修又は維持
運営等措置

世界遺産熊野本宮館北棟
防水改修工事

田辺市 600,000

2
公共用施設に係る整
備、維持補修又は維持
運営等措置

リヴァージュ・スパひきがわ
サウナ室ほか改修工事

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は間接

交付金事業者名
交付金事業に要し

た経費
交付金充当額 備 考

白浜町 1,400,000 1,400,000 1,591,700



Ⅱ．事業評価個表

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

世界遺産熊野本宮館北棟防水改修工事

交付金事業に関係する都道府
県又は市町村の主要政策・施
策とその目標

第２次田辺市総合計画
政策：第5章「活力」
施策：5．観光
単位施策：（１）観光
②　観光客数が高い数値で推移し、外国人観光客のさらなる増加が予想される中、観光施設の機能の
充実やおもてなし力の向上がより一層求められています。
・来訪者が安心かつ安全に利用でき、また満足感が得られるような施設運営に努めるとともに、再び訪れ
たいと感じてもらえるよう、施設機能の充実に取り組みます。
目標：当該施設における雨漏れに関する不具合件数　０件

事業開始年度 令和３年度 事業終了年度 令和３年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 田辺市

交付金事業実施場所 田辺市本宮町本宮

交付金事業の概要

当施設は、世界遺産を擁する当地を訪れる皆様に観光情報や地域情報を発信する拠点施設で、地
元材を使用した木造平屋建てですが、シーリングの劣化等により北棟上部カーテンウォール周辺
の接合部等から雨水が侵入し、建物の保全と事業運営に支障をきたしておりました。垂木を伝っ
て雨水が侵入しないよう、劣化したシーリングを撤去し、新規打設により、施設の雨漏れ修繕を
実施し、施設の長寿命化及び拠点施設としての機能維持を図りました。（施工対象建物床面積
751.46㎡）

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標及び成
果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度　　令和３年度

当該施設における雨漏
れに関する不具合件
数　０件

雨水侵入の可能性が
あるカーテンウォール
周辺のシーリング箇所
すべてを修繕 達成度 % 100.0

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績 日 0

目標値 日 0

-



うち文部科学省分

うち経済産業省分

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標及び活
動実績

活動指標 単位 令和３年度

達成度 % 100

熊野本宮館北棟上部カーテンウォール周辺の
既存シーリング材の撤去及び新規打設

活動実績 式 1

活動見込 式 1

交付金事業の総事業費等 令和３年度 年度 年度 備考

総事業費 3,850,000

交付金充当額 600,000

工事 指名競争入札 株式会社カメヤ 3,850,000

600,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

計 3,850,000

交付金事業の担当課室 世界遺産熊野本宮館

交付金事業の評価課室 企画部企画広報課



Ⅱ．事業評価個表

本交付金を活用し、経年による劣化や破損を改修することで、施設の魅力向上につなげることができまし
た。

達成度 %

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績 式

目標値 式

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標及び成
果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度　　令和３年度

劣化、破損改善による
施設の魅力向上

交付金事業に関係する都道府
県又は市町村の主要政策・施
策とその目標

交付金事業に関係する主要政策・施策
第2次白浜町長期総合計画（平成30年～令和9年度）
地域資源を生かした活力あるまちづくり
目標：観光客が気軽に利用できる観光施設の整備に努めます。

事業開始年度 令和３年度 事業終了年度 令和３年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 白浜町

交付金事業実施場所 白浜町日置

交付金事業の概要
リヴァージュ・スパひきがわの男子サウナ室、家族風呂、男女浴室洗い場の各箇所におきまし
て、経年による劣化や破損が生じているため、改修するものです。

番号 措置名 交付金事業の名称

2
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

リヴァージュ・スパひきがわサウナ室ほか改修工事



うち文部科学省分

うち経済産業省分

計 1,591,700

交付金事業の担当課室 日置川事務所住民窓口係

交付金事業の評価課室 日置川事務所住民窓口係

白浜町健康交流拠点施設サウナ
室ほか改修工事

指名競争入札 河野工務店 1,591,700

1,400,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金充当額 1,400,000

交付金事業の総事業費等 令和３年度 年度 年度 備考

総事業費 1,591,700 0 0

達成度 % 100

男子サウナ室、家族風呂、男女浴室洗い場各
所の改修

活動実績 式 1

活動見込 式 1

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標及び活
動実績

活動指標 単位 ３年度


